
平成３０年１１月２１日 

常任理事・相談役各位 

全日本プラスチックリサイクル工業会 

会長 植田 常幸 

司会 専務理事 磯野正幸 

                                議事録作成 事務局 杉浦光行 

 

平成３０年度 第２回常任理事会京滋開催議事録 

 

開催日時：平成３０年１１月８日（木）１３：３０～ （株）近江物産 工場見学 

                  １４：３０～１６：００ 第２回常任理事会 

開催場所：栗東商工会館 

      滋賀県栗東市手原３－１－２５  TEL.077‐552‐0661 

 

出席者  植田会長 石塚副会長 中村副会長 磯野専務理事 宇田川常任理事 

福本常任理事  樫村常任理事 馬場常任理事代理〔（株）トヨタカ・営業本部長〕  

名古路常任理事 高田常任理事 武田常任理事 小池常任理事 岡本常任理事 

芝原常任理事代理〔（株）近江物産・社長〕 原槙常任理事 二井常任理事(監事)  

杉浦事務局  

 

出席者 １６名(本人出席１４名＋代理出席２名)/総数１８名（事務局１名参加） 総合計１７名 

 

会長挨拶後、磯野専務理事の総合司会のもと議事進行した。 

議題 

  １．役員改選について 

  ２．ＣＦＰについて 

     ＡＢＳ、ＰＳ，ＰＰコンパウンド 

     ＪＰＲＡのＣＦＰの事務担当（株）こみでん 継続 

  ３．リサイクル推進協議会の表彰について 

  ４．その他 

議事録 

  １．役員改選について 

    ＪＰＲＡ 植田会長から平成３０年６月１２日(火)第４２回通常総会時に於いて、２期４年間

でＪＰＲＡ会長職を他者にお願いしたい旨の話があった。 

そのことに関連して詳細事項を議場に諮ったところ以下のように決まった。 

 

ａ）現会長は、次期｢相談役｣とする。 

    ｂ）副会長 2名は、会長が指名推薦とする。 

    ｃ）次期会長について各常任理事からの推薦してもらいたい。事務局から推薦用紙を回すのでＪ

ＰＲＡに対しての要望事項も記入して平成 31年 1月末まで事務局へ回答する。 

ｄ）各地区(ブロック)の常任理事及び理事の名簿を平成３１年２月２０日(水)までにＪＰＲＡ

事務局へ提出すること。 



 平成３０年６月１２日現在 

 ブロック 常任理事 理 事 

 関東 4 6 

 東日本 3 5 

 愛知 3 5 

 北陸 2 1 

 京滋 2 3 

 関西 2 3 

 九州 2 3 

 合計 18 26 

 

２．ＣＦＰについて 

    ａ）現状としての意見 

      ・ＣＦＰ啓蒙活動をしているが、金銭的にメリットがない。 

      ・ＣＦＰの看板を知らない方が多かった。 

      ・ＣＦＰのマークを紙袋、フレコン表示に表示して仕事している。 

      将来的には 

      ・ＣＦＰは、今後必要となってくる。 

      ・リサイクル業界としての盛り上がりに繋げていきたい。 

    ｂ）来年度、ＡＢＳ、ＰＳ、ＰＰコンパウンドの認定及び登録を実施したい。 

    ｃ）ＪＰＲＡのＣＦＰの事務担当として（株）こみでん 小宮千恵さんに継続してもらいたい。 

 

  ３．リサイクル推進協議会の表彰について 

    ２０２０年は、グループＣ愛知県プラスチックリサイクル協同組合(３０社)にて選出をお願い

します。 

      ・環境貢献度がないと駄目。 

      ・マテリアルリサイクルの評価が低い。 

      ・循環協から推薦しますか？と言うのが本来のスジ。 

 

  ４．その他 

   a)外国人雇用の件 

    富山県プラスチック工業会で押出成形業で研修制度の認定を取得する動き有。既に関係機関に

申請を開始しており、２年後の許可を目指している。（この会議の後、今回の富山県の取り組み

からは、ペレット生産は、押出成形業から、除外されていることが判明した。磯野専務理事 

からのお詫びと訂正がありました。） 

    安倍政権が進めている外国人労働者の入国許可の件は、来年４月から１４業種で始まる。その後

業種の追加があると思うので、経産省にリサイクル業も入れてもらいたいと話す。 

     

    b)電力料金の件 

    大阪では中部電力が安く売りに来ている。愛知では関西電力が安い。関東でも中部電力が安く、

これから交渉する会社もある。電力会社の地区以外で安く見積もりを出しているようだ。 


